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国連局 4 U 1 U N の元会長 H B 9 R S ,  D r .  M a x  
C .  d e  H e n s e l e r から久しぶりに手紙が届き、
封を切って驚きました。そこから出てきたの
は、今は亡きJ A 3 H A M ,  草間貫吉さんの初期
の Q S L カードでした。しかも、その裏には何
と、アマチュア無線 5 0 周年記念（昭和 5 2 年 9
月 2 4 日発行）の郵便切手が貼られ、初日の記
念印（小型印）が押印されていて、「T o  H B 9 R
S  f r o m  J A 3 H A M  e x  J X A X 」と書かれていま
す。

M a x とは私が米国に駐在していた1 9 8 0 年代
に知り合い、4 U 1 U N から度々運用させて頂い
た仲で、その後も交友は続いているのです
が、草間貫吉さんとも懇意だったとは知りませ
んでした。草間貫吉さんといえば、日本のアマ
チュア無線の草分けのお一人で、日本で最初
のアマチュア無線局 A J A X を開局された方で
す。それから数えて5 0 年目に発行された切手
ですから、草間さんにとっては特別に意味の
ある切手だったと思います。
ちょうどこの切手が発行された昭和 5 2 年 9 月 2
4 日には、東京・晴海の「東京国際貿易セン
ター」で、第 1 回アマチュア無線フェスティバル
が開かれていました。そこには京橋郵便局の
臨時出張郵便局が開設されていましたので、
記念切手でも買って初日記念印を押印しても
らおうと出かけたのですが、そこで偶然に草間
貫吉さんに出会いました。草間さんは手にA J
A X の古い Q S L カードを4 ,  5 枚手にしておら
れ、これが残っている最後のQ S L カードだが、
これに記念になる切手を貼って押印してもら
おうと思っていると一緒に列に並ばれました。
でもどの位置に切手を貼ってどのような印を貰うのが適当かよく分からないご様子だったので、郵趣ではこのようにしてい
ると教えて差し上げたところ、記念にと貴重なQ S L カードを1 枚下さいました。確か一緒に居合わせたJ A 1 R A E ,  留分  優
さんも1 枚頂かれ、3 人で記念の切手を貼って押印をして貰ったことを覚えています。
従って草間さんの手元には2 ,  3 枚しか残っていなかったはずですが、その内の1 枚がM a x に送られていたとは全く知る由
もありませんでした。そして、それがM a x のコレクションに加えられて3 0 年もよく保存され、今、私の手元に送られて来たと
は、なんと不思議なご縁と感じています。



C N  の 旅    Ⅱ
ツアーの始まりに見たものは、とてつもなくでっかいモスク、
ハッサン二世モスクであった。この国を旅している間、どのよう
な小さな集落でも必ずモスクに出会った。西欧に見られる教
会と同じように。そしてどのモスクにも教会のそれと同じような
高いミナレットとよばれる塔があり、あのオーバーモジのス
ピーカーが設置されていた。すなわち塔はお祈りの場所なの
だそうだ。ハッサン二世とは第二次大戦後、二代目の国王
で、その偉業を称えての創建である。すでに多くの人にお馴
染みだが、その表面のモザイク装飾は、目を見張るばかりの
鮮やかさ、侘び、寂びを解する日本人には、ここまでやるかと
感じる人も少なくなかろう。内部のしつらえにも全ての部分に
細かい彫刻が施され、その模様はアラブ絨毯の模様と通じる
ものがあり、すべて対称に配置されていた。
この巨大なモスクの屋内収容人員は2 5 0 0 0 、施設全体には更
に8 0 0 0 0 人を収容するというのだからその規模が想像できよ
う。収容人員もさることながら、彼等の誇るところは、全ての資
材を国内から調達し、全てをモロッコ人の労働力で完成させ
たというところであるらしい。ただ、建築は1 9 8 0 ̃ 1 9 9 0 年代で
歴史的価値には乏しいものであった。
カサブランカを出たランクルは一路マラケッシュ方向、南に向
かって快調であった。交通渋滞知らず、市街地を離れると行
き交う車もまばらになった。道路は良く整備されているという
のだろうか、少し違ったニュアンス、何処まで行っても充分な
広さが確保されている。しかしその両サイドは地道のまま、こ
の部分を現地人はロバに乗り、羊を引き、時には人だけが車
を気にせずに往来している。それだけ幅広くしつらえられて
いる。中央部は車の行き来に充分過ぎる幅できれいに舗装
が行き届いていた。感心したことは何処まで行けども舗装の
傷みの見られないことだった。市街地周辺と思しきところを過
ぎると、乾いた砂の大地が広がり、家々の軒を気にして走る
わが国とは全く事情は違っていた。それでも、道路から少し
離れたところには、土の家が散在する集落もあり、植物も不自
然無く育っていた。
とT の携帯電話が鳴った。日本語で話している。「それやった
ら、○○病院へ行きますか」とか何とか話している。「喘息の
患者がおって急にどうしようもない強い発作が出ることがあり
ますねん」とのこと。やっぱり今のは大阪の患者さんからの電
話やったんか。それにしてもあんた偉いな、頭が下がるは。何
とは無しに便利すぎてというか、そら恐ろしさのようなものを感
じた一瞬であった。
道から遠くない集落には必ず小さい広場があり、そこにだけ
は大勢の人が集まっている。一様に白とも黄土色ともつかぬ
色の長いマント風、いやネグリジェ？風の衣をまとい、多くは
同色のターバンを巻いている。このターバン、カッチリ頭の上
だけで納まるのではなく一方の布の端は偏り下の方までたら
し、ヒラヒラさせている。中には裸足のものもいる。何かなあと
良く見ると市がたっているのだ。物々交換もあり金銭取引もあ
るのだそうだ。しかし目に入る物は野菜類と羊ばかり。つなが
れている羊もあり、足をくくられて車に乗せられているのもあ
り、さばかれた大きな塊でさらされているものもあった。

ドライバー曰く。犠牲祭前だから市は賑っているのだとか。
少し大きな宿場町のような集落では物凄い煙を上げながら
羊料理の屋台を出しているところもあった。
丁度お昼ごろ、突如日本でも見慣れたしつらえのドライブイ
ンレストランに停車した。「へえ、こんなものも有るんか」決し
て豪華ではないが抵抗無く入れるしつらえである。お昼時と
あり車も6 ̃ 7 台は停まっていた。ガラス張りの食堂は日が差
し込み暑いくらいであった。食堂の片面は長いカウンターに
なっており、現地の人達は夫々に注文し飲料等テーブルに
運んでくつろいでいる。我々も見慣れたコークなどをテーブ
ルに持ち帰る。昼飯の注文はさすがに様子がわからず、花
婿氏が日本人の口に合いそうなものを注文したようだ。料理
はウエイターがあらぬ方角から運んできた。
赤い素焼きの皿に三角帽子風の背の高いふたがついてい
る。ふたはウエイター氏が取って持ち去った。さらの上は羊
肉の大きな塊、野菜類、豆類がかなり強力な香辛料の色と
香りを漂わせながら載っていた。これがモロッコの代表的な
料理「タジン鍋」というものであることを始めて知った。これか
らの何日間か、このお鍋に悩まされることになることなど知る
すべもなかった。とにかくすごいボリュームである。さらに色
鮮やかなサラダの小皿、大きく薄く円盤状に焼いたパンと思
しき主食であろうか。とてもじゃないが日本人の胃袋には多
量のお釣りが出ること間違いない量であった。お味の方は
三口、四口目位までは比較的淡白でまずくはないが、変
わった味であった。努力しても三分の二をクリアーするのは
到底困難であった。
と例のオーバーモジが始まった。音につられてその方に出
向くと、何とドライブインの中にも礼拝所があり、何人かが絨
毯にひざまずきお祈りの最中であった。それにしても、我々
のドライバー諸氏はちっともお祈りをする気配はなかった。
イスラム教徒には違いないのだが色々なのかなあ。この礼
拝所から少し先を回りこんだところにトイレがあった。日本の
ドライブインのトイレも最近は清潔な所が多くなってきた。
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腹ごしらえも終わった頃、花婿氏がみなを手招きしてスタス
タと歩き出した。棟続きの半地下室のような場所にでた。先
ほどウエイター氏が出てきた方角であった。何とそこにはあ
の三角帽子風の蓋のあるタジン鍋が真っ直ぐ横に整列し、
或るものは盛んに湯気をあげていた。優に1 4 ̃ 1 5 はあろう
か。炭火なのかガスなのかは確認できなかった。娘婿氏そ
の前を通り過ぎ更に進んでいく。また地表に出て建物の遥
か端の方に来てしまった。そこにはかなりの人が集まって活
況である。何かなと覗き込んで大仰天。1 0 にも及ぶ皮を剥
がれた羊が天井からぶらさげられているではないか。如何
にもその部分を強調するかのように睾丸まで綺麗に皮をむ
き、あからさまにこちらを向けてつるされているもの、何と一
対の睾丸だけの剥き身も間にぶら下げられている。特別に
価値でもあるのだろうか。さばいて塊になったものは台の上
に所狭しと広げられている。ずっと奥の方で細かい仕事をし
ている人達も見える。タジンの材料はここで調理されている
のだと容易に想像がついた。持ち帰る客のために、求めに
応じさばいて、或いは丸ごと販売する機能もそなえられてい
るのであった。
しばらくまどろみながら南下のドライブは続く。人家も見られ
ない道端で少年が、ゆうに5 0 ̃ 6 0 センチもあろうかと思える
大魚をたった一匹、頭上に掲げながら車に向かって叫んで
いる。勿論商売なのだが、この砂っぱらの中でどうして魚な
どと深く考える気力も無く、また、まどろみの世界におちて
いった。

しかし、今でもそのまま車に乗るのはいやな感じのトイレも少なくない。
さてこちらのトイレはと不安をいだきながら、そしてコーランを聞きながら踏み込んで驚いた。その清潔なこと。ピカピカに磨
き上げられ、水浸しでもない。出口にはでっぷりと体格の良い女性が控えめに座っていた。さりげなくデラハイムコインを渡
すと静かに顔をあげやさしい顔つきで会釈してまた視線をおとした。そうか、彼女が掃除してくれているのか！つれの女性
曰く「私出て来てからコインのことに気がついてん、無かったけど通してくれはったよ」そらそやろ、そんなとこで押し問答して
どうすんねん。

えげつなー　M 氏撮影

タジン料理　M 氏撮影

タジン鍋　道端で売られている
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